「第４回　若年就労支援研究会」議事録

· 日時及び場所

平成18年９月26日（火）　午後7時から午後9時まで

場所　三重県民交流センター　ミーティングルーム３,４

· 出席者（順不同）

三重大学　人文学部　石阪

若者就業サポートステーション・みえ　中川、生木

市民ネットワークすずかのぶどう　佐藤

三重県社会福祉協議会　北出

津市市民活動センター　川北

三重県こころの健康センター　岩樋

三重県自閉症・発達障害センター　正木、後藤

わかば作業所　三輪
企画室　柏木

いせ市民活動センター　浦田

三重市民活動ボランティアセンター　三好

特定非営利活動法人　地域開発機構　佐々木
おしごと広場みえ　奥山、平岩

勤労・雇用支援室　濱條、福島、宇佐美

ＮＰＯ室　若林、堀木

寺子屋プロジェクト　太田、大矢、井上、岡嶋、永野、大塚、吉田
個人参加　1名

· では、始めさせていただきます。第4回若者就労支援研究会です。

まず、今日のスケジュールを説明させていただきます。お手元の事項書のように添って進めさせていただきますが、簡単にここに書いてありますので、

1：自己紹介

2：就労体験受託団体からの説明

3：前回までのふり返り

4：9月18日のイベントについての意見交換会

5：親向けセミナーの企画案

6：ガイドブック作成にむけた作業

7：研究会の規約についてという流れでやっていきます。

· 関連WEB資料というのがあります。遊休人財活性化プロジェクトのホームページが、みなさんご覧になっていただけましたかね。新しく、団体のリンクを追加しましたんで、間違っていたら間違っています、と教えてください。写真とか掲載してありますので、ちょっと、これはやめてほしいなというのがあったら、私にお知らせ下さい。また、ほしい情報としては、こういう情報も載せてほしいというのがあれば、それも私までお伝え下さい。よろしくお願いします。

＜最近の新聞記事の紹介＞

9月7日　毎日新聞　栃木　若者ジョブチャレンジクラブ

：県のニート対策難航、参加者集まらず延期

9月10日　毎日新聞朝刊　新教育の森：ニート就労支援　職業体験で自信を

9月12日　毎日新聞朝刊　岩手ニートと呼ばないで：支援セミナー開催　親など50人参加

9月19日　伊勢新聞　ニート講演会報告資料

9月19日　中日新聞　ニート講演会報告資料

ニート講演会報告資料につきましては、お配りした資料のなかに入っていますので、もしよければ、見ておいてください。

＜前回までの概略＞

第1回は、提案事業の内容やネットワークのイメージを説明し、研究会参加メンバーに期待する役割を説明しました。

第2回は、昨年度の勉強会のメンバーと知識を共有化するため三重大学の石阪先生が実施した調査について説明してもらいました。

研究会を通して、専門機関だけでなく市民と協働して全体的に取り組み、それぞれの役割を見つけ出していくことを提案しました。また、共通認識の社会化を図るため、ワークショップを開催し、9月18日に行なうセミナーの企画作りを行ないました。

第3回は、ガイドブック作成に向けて実行委員会への参加要請と、特定非営利活動法人「育て上げネット」の理事長工藤啓さんをお呼びして、資金等についてお伺いしました。

で、先日9月18日キックオフイベントを無事開催し、終了することができました。みなさん、ありがとうございます。

＜研究会の目標の再確認＞

若年無業者の就労支援に向けて、課題に対する共通の認識を形成し、共通認識の社会化を推進すると共に、セミナー等の具体的な事業を通じて、支援組織同士の専門性を理解し、頼りあえる関係、すなわち、若者就労支援ネットワークを構築する。

＜新規メンバーの自己紹介＞

· どうも、こんにちは、地域開発研究機構の佐々木です。私どもは、三重大学のなかにありまして、大学と地域、大学と他の大学、あるいは、学内でいいますと、学部を越えたつながりを持つようなプロジェクトというのをさせていただいております。今回ですけども、今回このプロジェクトを視察させていただきまして、また、あとで説明させていただきますけど、よろしくお願いいたします。

· 寺子屋プロジェクトの永野です。ホームページを担当しています。同時にブースとしても出させていただいた、まなびや道場のメンバーでもありますので、みなさん、よろしくお願いします。

＜研究会の目的と具体的なアクション＞

最終目標というのが若年者就労支援ネットワークの構築です。

これからやっていくこととして、

· ガイドマップ作りなんですけど、その具現化の中間目標として、支援者同士の互いの専門性を理解し、頼り合える関係作り

· 具体的なアクション

· メーリングリストによる意見交換

· 支援者養成プログラムの作成

· 就労体験の場の設定

· 行政と市民の役割として、支援マップを活用した相談ノウハウを開発して窓口で共有する
· はい、次に事項書に添って、進めさせていただきます。

１．就労体験の説明　NPO　地域開発研究機構　佐々木氏　チラシをもとに説明

「若年無業者就業体験プログラム」というチラシがございます。今回の目的ですけれども、「就職しま専科」を終わった段階の方々といったらよろしいでしょうか。インターンシップや実際の就職に向けた、就労体験というのを今回させていただこうと思っております。

＜今回の特徴＞

ジョブコーチというのがつきまして、実際に就労体験先に行ったときに、決して、ひとりぼっちにならないと。ジョブコーチと常に仕事では、行動を共にしますので、仕事のなかで質問ができた、あるいは、ランチですね、例えば、初めて働きに行ったときに、ご飯をどこで食べたらいいんだろうか。そういう、ちょっとした疑問等が出てくるんですけど、そういった疑問にジョブコーチが答えていって、新しい職場に入る壁をなくそうというプロジェクトになっております。

＜就労体験先＞

まだ、未定の部分が多いんですけども、介護施設、NPO、農園、リサーチ会社等になっております。このプログラムは、全部で第4期あるんですけども、第1期は大体、3ヶ月間ということで、進めさせていただきます。期間のなかですけども、3人の就労体験者と1人のジョブコーチが、3つの事業所を回ることになります。3つの事業所をまわるということも重要でして、新しい職場に入るという体験を3回繰り返すことができますので、実際に、この体験が終わった後に、就職先、新しいところへ行ったときに、そんなに緊張せずに、過ごせるのではないかと思っております。

＜説明会のお知らせ＞

・9月30日（土）　午後1時から午後2時30分　三重大学　地域開発研究機構にて

・10月5日（木）　午後6時30分から午後8時　アスト津3階の301会議室にて

このプロジェクトに参加させたい方とか、参加したほうがいいなと思っていらっしゃる方がおられましたら、どうかご紹介くださりますよう、よろしくお願いいたします。

（質問）

Q　これは、精神疾患の方も行けるのでしょうか。

A　医師の許可があればですね。基本的には、「就職しま専科」を終わった段階のような方々をターゲットとしておりますので、さらに本格的な就労体験、本格的な就労に近い方が、対象者ということになっています。

（司会者）はい、ありがとうございます。

２．就労支援キックオフイベントのふり返り

スライドにもありますけど、イベントで良かったと思う点、改善すべき点、見えてきた課題、参加ブースからの発表、アンケートの結果読み込み、フリートークというかたちで進めていくんですけれど、ここにみえる方というのは、ほとんど、9月18日は参加された方ばかりですよね。マイクをまわしますので、是非とも、イベントで良かったと思う点と改善すべき点、あと、みえてきた課題を、自分の立場からでよろしいですから、お話していただけたらと思います。
（NHKニュース報道のDVDを放映）
●良かった点は、案内人が立っていた点、しかし看板に「ニート」というのはどうか。来場者の席にも机があり、資料が読みやすかったのでは。改善すべき点は、（当事者の声）駆け込みでいけるのかどうか。参加したいが、電話をかけづらいという方々がいた。フォローはしたが、どうすべきか。

●（感想）　工藤さんが、おもしろいことを言っていたのに、会場はしーんとしていた。悲しいような、暗いような雰囲気が漂っていた。保護者が多かったと思うので、保護者にとっては、子どもが働かない、働けないというのは大きな問題、深刻な問題なのかなと思った。

●こういうイベントを去年もこころの健康センターと協力して、させていただいたんですけれど、その時点では、相談のきっかけとなる機関と、おしごと広場みえといった就職の機関と、津高等技術学校が集まってイベントをしたんです。良かった点は、NPOのブースに相談に行った人たちは、就労の以前に何か社会体験をしたい、人と触れ合う機会を持ちたいといったことを求めていたのではないかと思いますので、新たな受け皿を用意できたこと、来ていただいた方のニーズを満たすためのツール、社会の受け皿を、去年よりも多く用意できたことは、親御さんたちに、社会で受け皿となろうとしている人たちが、行政以外にもあるということをわかってもらえたということは、心強かったのではないかなと思うことができました。県としての課題は、今回、保護者の方が多かったということは、ひきこもりの方とか、こころの問題を持った方が多かったのですけど、それ以外の、真剣に働く意欲に欠ける人たち、親の世話にはならない、親の心配するような状態ではないけれども、働いてないとか、アルバイトやっている人たちとか、また別のターゲットに、対する別の手段が必要ではないかなという課題がいくつかありました。本当にみなさんに参加してもらって、幅が広がったことは、すごく良かったと思います。
●良かった点は、ブースが一同に集まったといいますか、相談機関とかNPO、社会参画のブースであるとか、おしごと広場、就職支援機関、そういったブースが一堂に会したということで、参加者の方は、そのなかから参加したいメニューを選べることができたということが良かったと思います。あと、この若者就労支援研究会メンバーで、ひとつかたちになるような、イベントというのができた、結束を深めることができたんじゃないかなと思います。改善すべき点 は、親の方の事前の申し込みの電話もそうですし、当日の参加者も親の方が多かったので、親向けの広報とか、親に訴えるにはどうしたらいいかというのを考えていったほうがいいのではないかと思いました。当日の運営の改善点としては、もう少し、雰囲気づくりというか、ちょっと、若干暗い感じがしましたので、例えば、アンケートを書いてほしいというときや、前後の相談の時間に呼びかけをしていっても良かったんじゃないかな、背中を押してやるということもあってよかったかなとも思いました。

●良かった点は、参加していただいた人数が多いなと思いました。あとは情報を求めている方が多いから、多い人数が集まられたのかなと感じました。改善すべき点は、隣同士のブースで、どういうふうなことをお話されるかということが、あまりよく理解できていなかったものですから、来ていただいた方に、そのことは、あちらのブースに行っていただいたほうがいいですよ、という案内がうまくできなかった。次は積極的にお隣のことを知ったりとか、自分たちの情報を共有する時間が事前にあってもよかったのではないかなということを感じました。看板が、「三重県社会福祉協議会」だけだったんですね。作っていただいている時に目の前にいたのですけど、この下に、「ボランティアセンター」が付けば、もうちょっと足を運んでもらえたのかと思う。県社協、実はあまり人が来てもらえなかったんです。当事者の方とか親御さんたちには、社会福祉協議会ってどんなふうに関わってくるのかな、っていう、クエスチョンがあったのかもしれないなと思ったので、もうちょっとボランティアセンターということを打ち出せばよかったのかなと思いました。何かをするために行くところより、自分で好きに出入りができるという空間というのも必要なのかなと感じました。

●良かった点は、NPOの方々、他の関係機関の方々が多く出られたのは本当に良かったなと思っています。みえてきた課題は、他のNPOとの情報の共有とかですね、そういうものを進めて、若者の就労支援に繋げていきたいなと思っています。

●1人の方で1時間くらいしゃべってみえた人がいたから、時間的に足りなかった。こういうふうに、きちっと就労支援のキックオフイベントだというふうに名乗ってやったけれど、いろんなことを求めてみえるんだなということを感じました。というのは、ここに来られない子どもたちのことを考えてください、ってイベントに来て言われるんですよね。そのことは、絶対考えなければいけないけれど、ここのキックオフイベントは、行って、そこのレベルまでいった人たちが来ていただいて、いろんな就労に向けて動いていただくイベントなんです、って言ったら、わかってはいるんですけど、どこにもないです、というふうに訴えられた方もみえました。保護者の方が多かったという点について、ご本人さんが、就労に向けての取組みというのは、親の思いと随分かけ離れて、直接本人さんとどう接触できる機会をつくるかというのが、本人さんへの就労支援のキーポイントになってくるという思いでいます。だから、本人が来ないとダメだと言われたんですけど、これ来られたなら文句ないですよねということを、みんな言われましたので、そうなんですけれど、今日はそういう人たちの本人に来ていただいて、就労のマッチングをさせていただきたかったんですって言ったんですけど、うちのブースについては、そういう相談を受けるところだったから、そういう人がたくさんいたんだろうなと思いましたが、内容についてはカウンセラーのほうに報告させていただきました。

●(感想)　むしろ場所がひきこもっていたのかな、もう少し、誰でも足を運べるような、もう少し明るいところで、半日のなかで、講演、ディスカション、ブースを開いたりと、ちょっと、時間的に無理があったのではないかと思います。こういうイベントをして、お家へお土産として何を持って行ってもらうのか、これは、講師の工藤先生もおっしゃっていましたけれど、こんなパンフレットをポン、と置いといても意味があるわけない、どういうお土産を何にするのかなというのをこれから検討していく必要があるかなと思いました。

●良かった点は、受付も、中も、雰囲気が、あまりかしこまってなかった。みえてきた課題は、どういうことを求めている人がいるのかというのを、もう少し、わかりやすく書いてあると、そのブースに行けたのかなと思いました。自分はどういう悩みをもっているのか、自分の問題がまず分からないので、そういうことを相談したいのだろうなという気がしたんですね。そういうことを、細かくもう少しやっていただくと、じゃあ次はここ、という案内ができるのかなと思います。自分が何を相談して、どういった順序で進めていくのかが、たぶんわからないので、みなさん活動されていることを説明されればいいのですけれども、何かを求めて行った人はどういうふうにしていったらいいのかが、たぶんわからない。あのやりかたが悪かったわけではなくって、そういう機会をたくさんつくってもらわないといけない。1回で問題は解決するとは思わないんですね。それから、工藤先生のお話ですね、現場に携わっていて、成功経験をもっていらして、あ、こういう人に預けたら、なんとかしてくれるのかなという希望が持てたのは一番私は良かったです。

●（感想）　ああいう場があるのはいいなと思うのが率直な感想です。もうちょっと突っ込んだ、自分が個人的に悩んでいるような悩みみたいなことを言えるような場があってもいいのかなと思いました。

●一番印象に残ったのは、いろんな団体があって、いろんな機関があって、本当は活用可能なんだろうけど、それをどう説明していくのか。案内人の方がいたり、総合案内があったりというのが、良かったなと思うんですけれども、それをどう次に結びつけていくのかを、よく考えないといけない。

●良かった点は、親御さんは今まで相談するところがなかなかなかったと思うので、その方々が来ていただけたこと。満足して帰られたかどうかは、疑問なんですけど、ただ、何か動き出しているな、ということは感じてもらえたのかな、と思います。その時みえた方が後日、おしごと広場に来ていただくって方もみえたので、そのへんは、ここで待っているだけじゃなくて、他の、今まで来られなかった方が来てもらってよかったかなと思います。もう少し何か資料を事前に整理して、渡したほうがよかったかなと思います。情報提供だけですよ、と言っているにもかかわらず、かなり相談される方がみえて、列が出来てしまって、と帰られる方もみえたので、どうすればいいのかわからない。企業の方が、みえたらよかったと思います。学校での話、それも必要かわかりませんけども、それならば、やっぱり仕事の現場の話のほうがよかったというか、そこはずれていたかなという感じがしました。

●良かった点は、角地で立たしていただいて、みなさんご案内いただいたのは非常に良かったなと。しいて言えば、もっとわかりやすいところのほうがよかったな。看板の件につきましてはですね、丈夫な、分かりやすいものがあったらと思いまして、寺子屋プロジェクトで作っていただいた看板を、ちょうど角地に持っていただいてよかったなと思いました。改善すべき点は、もう講演が始まって、結構時間経つのに、いらっしゃるという方がいまして、もう資料がはけていまして、ばたばたっと作って、一部足りない資料がありながらお渡ししたというところありました。受付とかも、もしかしたら待ちぼうけになってしまうかもしれませんが、そのあたりも考慮したほうがよかったなと思いました。

●良かった点は、工藤さんを講師に招いたことについては、学者、先生ではなく現場をよく踏まえた方の体験に基づいたお話ということで、親しみやすく、わかりやすかったと思っています。改善すべき点は、ブース設定が時間的にも短かったということを感じました。県庁講堂ということで、名前からして硬い雰囲気ですので、中に入ると割と暗い感じで、花を飾ったり、音楽を流したりして雰囲気を和らげる工夫がいるのかなと思いました。あとで気がついたのですが、報道席をつくってなかったことが、しまったなと思いました。場所がら、報道席を設けてもいいのかどうかということもありますが、後ろのほうで良いので設けておけばよかったかなと思います。課題というか、100名の参加者なのでそれが効果的なのかどうかという意見もありましたが、おおよそ、広報についてなんですが、68万世帯に地方紙に新聞折り込みを入れて、折り込みチラシと県政だより合わせて、約6割の方が利用されたということで、ねらいとしては良かったと思います。今後、広報についてもう少し工夫がいるのかなと感じました。

●工藤さんのお話が、効果的だったのだなというのを感じたのと、特に親のニーズと当事者のニーズ。まずは聴いてほしい、自分のいろいろな状況をまずは聴いてほしい。そのうえでどこに相談したらいいのかというアドバイスもほしいという、そういうニーズが、たぶん、いっぱいあって、ああいう場があれば、頻繁にほしいんじゃないかなというところを感じました。提案としては、県庁の講堂ではなく、アスト津３Ｆを使われたらどうかなと。貸切させていただくことも可能ですので、そんな使い方されたら経費も要りませんし、県庁講堂も経費は要らないですけれど、ここも要りませんので、県の施設として、そういった協力も、もちろんできるかと思って聞いておりました。

●イベント自体は本当にたくさんの方がみえられて、成功だったと思います。課題としては、本人が1人で来られるケースと、親御さんと一緒に来られるケースというのは、間がすごく広いと思います。その間の人に対する呼びかけっていうのをこれからどうしていけばいいのかっていうのが、課題だと思います。カウンセラーもパネルディスカッションに出るということで、なかなか突っ込んだ相談はできなかったので、これからは、相談ブースをください。あと、気になったのは、寺子屋プロジェクトのスタッフが9時半に集合しなかったことです。

（司会者）はい、申し訳ありませんでした。

●良かった点は、東京ではこういった集まりはできないだろうということをおっしゃっていました。これだけの、いろいろな立場の方が、一堂に集まるということはまずできないだろう、というようなことをおっしゃっていました。じゃあなぜ三重県はこれができたのかなって考えた時に、このイベントをやる前に私たちはもう知り合いだった。顔の見える連携、これができていたからじゃないかなと思いました。人と人との心理的な距離が近くなっていたことが、成功に結びついたんじゃないかなと思います。それと、壇上に上がりまして、あの人見たことある、あの人ともしゃべった、っていうのがだいたい13人いました。参加人数の1割です。ここにいらっしゃっているってことは、私がカウンセリングを何回かしてから、何も進歩してないということなので、それがちょっとつらかったです。やっぱり一筋縄ではいかない課題だと感じました。支援はたくさんあるんです。けれども、出口が少ない。支援を受けてその先どう巣立っていくのかっていうものが、ちょっと今先が見えていない。支援を受けられた方が、どういうふうになっていくよいのかという目標が、私自身の中でも今ちょっと設定しにくいという状況です。

●良かった点は、うちで今関わっているひきこもりの当事者の方が、当日は何人か来ていただいていたようで、そういう点では、ちょっとでも外に出かける場所ができたので、良かったなと思いました。市のセンターでも平日しか開けておりませんので、そういう意味では、休日のイベントでよかったのではないかなと思います。それと、うちへ相談に来られた方のなかで、他のブースへ紹介しましたところ、有償ボランティアというのがあるみたいで、ちょっとそこへ、うちの子どもを紹介してみようかな、みたいなふうに言って頂いたので、いろんな機関が今回は参加していただいていたので、うちだけでは、まかないきれないところが、他の機関に紹介できたところが良かったのかなと思います。改善すべき点は、イベント当日は、相談をするつもりはなくて、当日はやむを得なく、相談をお受けはしたんですけれども、結局、13名の相談があって、+αということで、となりのブースに座ってらっしゃって、時間がなくて受けられなかった方がいたというのを後から聞かせていただいたんですけども、ちょっと、その辺ブースの設置については、考えていただけたらなと思います。みえてきた課題は、近くの方だと来ていただけるんですけれども、遠くの方は参加できなかったのかなということで、県内一箇所だけではなくて、何箇所かで開く、同時の相談を今後どうしていくかなということです。

●良かった点は、駐車場の案内板ですね、人が立っていたのは良かったと思います。一瞬看板立っているとわかったのが良かったのと、もうちょっと、来ていただきたかったとは思うんですけど、たくさん来ていたので、その点が良かったと思うところですね。改善すべき点は、場所がちょっと暗かったかなと、照明関係もそうですし、そういうところがあったのと、あと、ブースの配置が、やっぱり、何をやっているのかというのが前面に出てなくて、こういうところが参加しているんだなという印象はありましたが。みえてきた課題は、企業さんの参加がなかったので、アクションを起こすのに、繋がっていかないというところが悪かったと思いますね。企業をどれだけ引きつけていくか、連れ出してくるかというところがネックなんじゃないかなと。もっと中身みたいな、求人情報の情報ではなくて、もっと、ザクッと本質的な、いろいろなお仕事の現場の人間が生の話をするという機会というのを提供するのが必要かなと思いました。

●当日、風邪を引いて高熱を出してしまい、行けなくなったんですけど、さっき、資料を全部読ませていただいて、すごい盛況やったんやなということはわかりました。

●工藤さんの話というのは、すごく入りやすかったということで、別の県職員の方も講演を聴いていて、同じような感想を言っていました。それから、パネルディスカションに関しては、それぞれの分野の役割というのが、ご紹介されて良かったなと。いろんな方も言われましたけれど、いろんな分野の方々が関わって、就労の支援をしていくということが、問題提起された点は、良かったというふうに感じました。

それから、運営に関しては、私は受付と案内をしていましたが、感じとして、相談を期待して来られた方が多かったように思います。にもかかわらずですね、それぞれのブース、特に相談ブースも含めてですね、私自身が、内容とか、期待していることにどれだけ応えられるのか等含めてですね、理解をしてなかったという点は、私自身の反省でもありました。それから、何人かの方が言われましたが、みえてきた課題：企業さんの参加がなかったということで、今回、キックオフイベントということで、今後いろんな関係者の方が関わってネットワークを広げるなり、構築をしていくということに関しては、企業さんの関わりもそうなんですけど、今回参加いただけなかったNPO含め、福祉関係団体とか、いろんな、このネットワークに期待する関係者の方が、どれだけみえて、広がっていくのかという点が、これからの課題だと思いました。それから、私の気づきとしては、パネラー浦田さんの話を聴きまして、今回の若者の就労支援に関して、NPOの果たす役割というのを少し知るきっかけになったのかなあということです。

●みなさんでずっと昨年度から関わってきて、顔の見える関係ができているのはすごく、それで人が集まったんだろうなというふうには思っています。工藤さんと話をしていたなかでのことなんですけど、外から見ていると、ブースのほうは笑っているけど、真ん中のほうがしんとしている。おそらく、お父さんがわりと多かったということも含めて考えると、やはり深刻なケースっていうんでしょうかね、あっちこっちいろいろ相談に行ってもなかなか解決しない、そういった方が多かったのではないのかなというふうに思います。中間支援ということ自体が本当に、なかなか説明するのが難しくてですね、ちょっと伝わってなかったんじゃないかなと、それを伝えるのが非常に難しかったです。ブースに関しては、相談のニーズが多かったので、分けるなり、もしくは実際本当に相談できるようなかたちにする必要があったのかなと思いました。また、アンケートを書けるような場所というのがあまりなかったですね、その辺はちょっと改善しないといけないかな、というところです。親と子ではやっぱり思いというのが違っていて、目標の設定をどうするかっていう部分に繋がるかと思うんですけど、その辺の整理を少ししていかないといけないのかなと思います。また、当事者の視点からすると、目標をこう段階的にいくような、そんなふうなかたちで、いきなりこう、例えば就職って、逆に当事者にとって非常にプレッシャーになるのではないかなというのを感じました。

●今回のイベントの趣旨というのは、キックオフですから、やはり、いろんなところに今連携して、これから三重県は始めるんだと、そのためのある意味は意思表示をするということですから、僕はこれで良かったんではないかと、結果的には思っています。企業の方、あるいは、仕事を実際携わっていらっしゃる方に出ていただきたかったと。例えば、経営者協会とか、商工会とか、あるいは、県の方から農水省広報を通してご推薦いただくとか、場合によっては組合、連合、そういうところを打診すれば、ある程度は出てきてくれる方、いらっしゃるんじゃないかという気がするんですね。個人の企業を代表として出てくるのはちょっと、現実的には難しいのではと思います。次回もしやるとしたら、そういうところを打診してみるのもいいかなという気がしました。広報については、事前の広報を結構一生懸命やられて、100人来たということは、僕はすごいことだと思っていて、成功だと思っています。ただ、事前のものよりも、事後をどうやってこうやるか、個人的には、マスコミで知っている人がいたら、これちょっと、でっかく書いてくれとか、当日なにか、大きなイベントが他にあれば別ですが、なかったとしたら、もうちょっと、事後の広報ができたらなという気がしました。アンケートの方法についてですが、そんなに回収率が実は高くなかったということと、僕もパネルディスカションの前に工藤さんの感想というのをもらったんですが、それが10枚もなかったんですね、ですから、書いていただくための工夫みたいなものこれが必要になってきますし、アンケートを分析して、次に活かせるような、つまり、事後的なものの対応の大切さ、これも今回感じたことです。

●家から外に出られないお子さんを、どうやって外に出そうかという部分では、なかなか相談に乗れなくて、かなり、歯痒い思いをしました。一応相談できるところがありますよということで、お伝えはしたんですけども、ちゃんとした案内はできませんでした。それが残念でした。

●来てくださった方、親御さんはやはり、悩みを誰かに聴いてもらいたいという思いが、やはり切実で、強いんだなということを感じました。それぞれ課題が本当に個別に異なっているので、いろんなケースを想定して、いろんな多様な幅を広げていく必要なんだなということを感じました。

●良かった点は、100名もの方が集まってくれたこと。また、スタッフの方もたくさん協力していただいたことだと思います。ブースが、なかにあって、外側じゃなかったので、ブースの人も講演会を聴けたというのは、良かったと思います。気軽に相談できるような環境だったと思います。改善すべき点は、個別できちんと団体がわかるように、はっきり表示ができるようにしたほうが良かったのかもしれないです。でもそのなかで、精神的な病を抱えている人もたくさんみえたので、若い人で、やっぱりそういう人も多いんだということを気づかされました。またそういう人を、とりあえずうちの支援対象じゃないと切り捨てるんじゃなくて、またそこで医療とか福祉との連携をつくって、切り捨てることのないように、考えていくことが必要かなと思いました。

　それから、まなびや道場についてですが、30歳くらいまでの若い人に集まってもらって、フリートーキングをして、人と話す中で気づきや学びを感じてもらいたいという場です。人と接して話すことで、自信を持ってもらい、その自信を、アルバイトでも、就労においても、仕事の人間関係においても役立ててもらおうと考えています。

●工藤さんの講演を聴いていて、工藤さんが言われるには、まず、アルバイトでいいから、時給200円でもいいから、まずそこから始めようという、そういうスタンスが伝わってきたんですけど、三重県の事業でみられるのは、割と正社員を目指すっていう、その辺のギャップがちょっとあって、アルバイトから正社員へという連携なんかも必要なんじゃないかなと感じました。

●良かった点は、たくさんの人に来ていただけたということは、良かったかなと思います。改善すべき点は、第2回研究会のワークショップで意見交換された内容をなかなか反映させることはできなかった。もう少し時間を詰めて、こちら側の体制を整えることができていたらと思います。

●良かった点は、スタッフとして集まっていただいた、みなさんの熱意と情熱を感じたという、受付を担当していただいた方、案内を担当していただいた方が事前に、各ブースを回って、ブースの特色を、本当にメモを取りながら聴いてくださって、それを案内、もしくは、受付で活かしていただいたという点です。改善すべき点は、就労というものに関しては、最終的にはやはり、企業への就職というものも、大きな目標となると思いますので、企業さんの参加がなかったというのがとても残念。やはり、就労支援をしている企業、ニートを受け入れている企業さん等のお話を聴いてみたかったな、そういう企業と当事者さん、当事者の親御さんとを結びつけられたらよかった。

●みなさんの意見を聴いて感じたことで、これからの研究会に大切なことだと思いますので、意見を言わせてもらいます。まず、事後の報道が少なかったことについて、たぶんこれも同じことだと思うのですが、新聞社にはPRのお願いと、当日取材に来てくださいという事前のお願いをしたので、反応が少ないということは、社会的に、このイベントを広報することが重要であると、受け取られなかったということも、あると思うんです。企業の参加についても、企業の面接会をやります、と言ったら200社以上の企業が集まります。企業は人を求めているんですけど、企業は求めている人と、会場に来ていた人たちはたぶん少し違うということになってきます。このイベントに対してや、こういう研究会をやったり、若者の自立支援をやっていくことに対して、たくさん税金をそんなに使って、という意見もやっぱりあります。この研究会としては、そういう社会に対して、そういうことをやっていくということに対して、合意をもらう、理解をしてもらう、という努力をしていかないと、で、そういう企業や、社会の現実にもしっかり見ていかないと、自分たちのことばっかり見て、これはすごく社会のなかで一番大事な問題だ、と偏った思い込みを、目の前にある問題ばっかりを見てしまって、ちゃんと社会に合意をもらっていかないと広がらないし、どんどん批判されるということになってしまうんじゃないかなと思います。

· アンケートの結果読み込み　福島

アンケートの結果ですけども、アンケートは37枚でした。98人ですので、37枚が少ないか多いかというのを別として、書いていても出せない人もいたりするので、帰る人にアンケート書いてもらえましたかみたいな、声がけができたらよかったかなと思いますけれど。

1：（参加者）保護者が15人、無職の人が10人、なぜか正社員として働いている人もありました。これはどこかの相談ブースでも言っていたんですけども、もう、辞めようかなと思ったと書いている人もいるので、就労キックオフイベントということで、今働きたいという悩みと、働いて悩みを抱えている人にも、イベントをやったことは、訴えたものがあったようです。

2：参加ブースとかは、この数字をもみてもらう通りですが、やはり、保護者の方なんかも就職、普段ですと、おしごと広場みえは、本人さんが来てくださいという前提の所ですけれども、保護者の方も行かれていったようですし、案外、NPO関係のブースに足を運ぶ方もたくさんありました。

3：このイベントを何で知ったかというのは、やはり、新聞折込広告と県政だよりが一番大きくって、これは、電話で申し込みを受け付けていましたので、78人くらい電話で申し込みを受けたんですけども、ほとんどが、新聞折込広告でした。案外やっぱり、どこからか情報をもらうことができない状況にある家庭も、たくさんあるのではないかと、この問題を抱えているうちに、どこかから情報をもらう機会がないのではないかなとも思います。

4：このイベントであなたが期待していたことは見つかりましたか。というなかで、アンケートをわざわざ書いてくれて「いいえ」というのが7人あるというのは、さっき、みなさんが課題といわれたことが原因だったのかと、この7人というのは重く受け止めるべきでないかなと思います。

工藤さんの講演は、おおむね評判が良く、工藤さんの講演を聴いて、すごく焦っていたけれども、力が抜けたというような感想も直接聞きました。

「いいえ」と答えられた方で、期待されていた内容をよければお聞かせください。というところですが、「就職に向けて意欲が高まる何かを期待していましたが、実際のところ、魔法のようなものがあるはずではないですし、そんな簡単な話ではないですね。」と、魔法にかかって、就職に一歩踏み出せるかとは思ってないけども、ちょっと期待をしながら来てもらったんですよね。

それから、「ブースに行きづらかった。壁があって遠くに感じた。」それは、やっぱり、ブースの工夫とか、あと、ブースに行けずに、講演はまだ始まっていないのに、ずっと会場で椅子に座っていた人たちに、なるべく声をかけていたんですけれども、あらかじめ、みんなで打ち合わせとかを「まだ、講演まで時間がありますので、どこかのブースに相談に行きませんか？」と、「例えば、こういうとこ、どうですか？」みたいな声がけを、やればよかったのではないかと思います。あと、「ニートの人、そうなりかけている人がどうやって社会へ出ていったらいいかを詳しく提案してもらいたかった。」これも、最初の人と同じで、やっぱり、誰かに手を引いて連れて行ってもらいたいというような気持ちがあるのではないかと思います。

5：今後イベント等の連絡を希望しますか？　ということで、「はい」と答えられた方は、14人でした。他に、直接各ブースに連絡先を伝えていかれた方もあるし、後日、相談に行かれたという方もあるということです。これについては、名簿をその団体を希望している人の分だけ、後ほど、各団体さんに配らせてもらいます。この個人情報については、前回の研究会でお話したとおりですね、この若者就労支援研究会の参加団体として、個人情報の取り扱いには、きっちり守っていただいて、他のことに流用したりしないでください。各団体も、その方に必要な情報だけをお知らせすることに、ご利用くださいということでお願いします。他の人にむやみに見せたり、他のダイレクトメールを送ったりはしないでください。

（６番という項目はない）

7：ガイドブックに載せて欲しいという情報はどのような内容でしょうか。ということで、当日、参加団体さんの分だけ、事前に出していただいたガイドブックの様式に、書き込んでもらった内容を少しだけ整理させていただいて、参加団体の分だけ配らせてもらったら、それは、様子をみていたら、パネルディスカションを見ている人の顔を見ながら、そのページを探して書き込んでみえる、名前とか、中川さんがしゃべっているときにサポステのページを開いて、そこに書き込んでいたりする人もあったので、うまく今後利用できるようにしていけたらと思います。その内容は、このような一覧表のとおりですので、今後、参考にしていきたいと思います。ただ、そのなかでも、自分に向いた相談機関が分かるフローチャートとかに要望が多くて、やはり、さっきのアンケートの自由記述のところと一緒で、自分では分からないので、手を引いて行ってもらいたいようなところが、あるのではないかなと思いました。

8：今回の感想や、悩みや、要望を何でも書いてくださいというコーナーでも、やはり、ブースに行けなかったとか、親御さんからはありがとうございましたという意見が、いくつかあったと思います。就労支援ですというのを謳っているにもかかわらず、若者向けの、いろんな要望を持った方がいらっしゃいまして、そういうことがアンケートにも書いていただいてありましたので、ここで、全てを受け止めていくことは無理だと思いますので、そういうことも整理して今後の課題だと思います。

· 参加ブースからの発表

· 報告、出席していないところで、津高等技術学校が、5組の相談があり、本人さんが2人くらいで、保護者がほとんどでしたということです。

· チャレンジスクールさんのブースも参加されてですね、不登校の子どもたちを対象に支援しているNPOなんですけども、松阪のチャレンジスクールみえさんで、浜村先生と箕浦先生のお二人に来ていただいて、みえた方は不登校の経験者と現在不登校生の親ですかね、で、高校卒業資格の取得に関する相談が2件、あと、無就労で、フリースクールでの就労ができないかといったような相談も3件ほどあったということです。特に、浜村先生から、他の団体さんや、機関の方と顔繋ぎができたので、有意義でしたというお話がありました。

· 親向けセミナー企画概要

1．タイトル：「うちの子はなぜ働けないの？」わが子の行動にイライラしたり悩んだりしていませんか。

2．概要：若者の一番身近にあり、若者の自立支援において最も重要な役割を担っている親等の保護者に向けて支援のあり方を理解して頂くと共に、親ができる支援について考え、また同じ課題を持つ家族同士の交流を目的としてセミナーを開催します。

3．日時：平成18年11月26日（日）13時30分から16時30分

4．場所：じばさん三重　情報交換室　2

5．対象者：就労へ不安を抱えた若者の親・家族

6．募集人数：20人程度(定員を超えた場合は先着順とさせていただきますが、平成19年1月に第2回目の親向けセミナーの開催を予定していますので、あらためてご案内させていただくというかたちになります。)

7．内容：今回講師に選定させていただきました、浦田さんのほうから説明させていただきます。

＜今回講師を務める浦田氏からの説明＞

· はい、ありがとうございます。いせ市民活動センターのほうがイメージが強いのではないかと思うんですが、臨床的な立場で、ずっと、不登校の支援をしてまいりましたので、その関係で少し中身を考えさせてもらいました。一応、今回のキックオフイベントのなかにもあったのですが、ある程度相談というか、自分たちの吐き出すものというのを、少し、時間をとりたいなということで、最初は、基本的に、発達段階辺りのどんな位置にいるのかなというような感じのことを少し話させてもらって、ワークショップで少し体を使って、目隠しゲーム、やっている方はよく知っていると思うんですけども、その辺の信頼というのは、どんなことだろうと、体で実感してもらうようなワークショップをさせてもらう。で、少しみなさんと話して、今、実際悩んでいるようなことを語ってもらうような時間を少しとりたいな、で、そのあとに、来ている方なんかでも、今少し心配しているのは、病的なものを持っているような方もいらっしゃるというか、実際、ニートの定義に入らないんですけど、そういうのが分からないケースが結構あると思うので、多少、あまり専門用語は使わないようにしたいんですが、病的な部分を持っている子、あとは、言えば市民活動のなんかでボランティアをする段階の子どもたち、あとは、働ける力があるだろうと思われるような、そんな、場合わけといいますかね、そんな感じで、次に進む方向ってどんなところかなあっていうのを出していくような、そんな感じのセミナーにしようかと思っております。もし何か、これは意見を聞きたいというのがあれば。私としては以上です。

（司会者）はい、今回、中間ふり返りシートっていうのが資料のなかに挟んであるんですけど、またその中にも、親向けセミナー等でこうしたほうがいいかな、と思うことがあれば、意見をいただいて、それも次回以降に反映させていけるようなかたちにしていこうと思いますので、みなさんのご意見をいろいろとくださいますよう、よろしくお願いします。

· ガイドブック作成実行委員会の説明　岡嶋

· まず、石阪先生に、大学生と一緒に協力してやっていきましょうか、という相談をして、興味を持っている大学生の方もいるということで、連携してやっていくということと、それから内容については、寺子屋プロジェクトがもともと提案していたものがあって、それに付け足して、一応シートを簡単にですけど、作ってみました。

· 目的：ターゲットがやはり保護者、その家族、それから若年者本人に対してというガイドブック

・適切な支援機関の情報を提供することにより、早期の相談を促進すること、という、データベース的な要素をまず重視します。

・県内の若者自立支援にかかる関係機関、相談窓口などの情報や、県内で実施されている支援プログラム等の情報を掲載データベース的なもの。

· いろんな工夫を取り入れて、的確に捉えたものを今回作るのは難しいかもしれないということですけれども、その動きを見据えた、学書本作りっていうかたちで、まずは取り組んでみる。

· できたらいいな案：支援者に必要な情報、視点などを整理したもの

・自分の現状について、分析できるような、タイプ別、段階別、が判断できるようなもの

・「結局、どこがいいの？　どうすりゃいいの？」に答えるコーディネーター的存在のガイドブックと書いてありましたけど、本自体がコーディネーター的に存在するよりは、この本を使ってコーディネーターや支援者が、どういうふうに本人に接していけばいいかとか、どういった接しかたをすればいいか、そういったコツ、みたいなものがあればいいかなと思っています。

· まだ、他にもあると思いますんで、みなさんにも是非ご意見を伺いたいと思います。

· これから話し合っていくこと、これから声を掛けてですね、構成とか目次とかページレイアウト、デザイン、このページレイアウトというのは、以前森下さんが叩き台を作っていただいたものがあったと思うんですけど、あれも参考にしながら、デザインを作っていきたいと思います。

· 取材のやりかたなんかは、大学生のみなさんも含めて、2人1組でインタビュー、現場取材をしていきたいなと思います。そういったコツも、取材のコツも、みなさんで考えていきたいなと。いい情報を、質のいい情報をどうやって仕入れるかみたいなコツをですね、ちょっとみなさんで話し合っていきたいと思います。

· 大まかな行程：まずは、大学生の方が、10月から授業が始まるということで、それからスタートするということで、まず、第1回委員会を10月の頭あたりに持ってきて、構成なり、コンセプト枠なり、その本の内容のストーリー、どういったものがいいかというものをみなさんで考えたいと思います。大学生のみなさん、ちょっと無理かもしれませんけど、興味ある方は是非誘いたいと思います。

・10月の中旬に、具体的に、どうやって情報を掘り起こしていこうかというような話し合いをしていこうと思います。いろんな、写真の撮りかたとか、写真1枚でもちょっと工夫すれば違うんで、そういった、こと細かな情報を含めて、魅力的なものを作るため、素材作りのコツをしたいと思います。

・11月になったら、取材と平行して、編集作業に入りたいと思います。取材はなるべくもう1ヶ月で、1ヶ月をめどに、作業したいと思います。

・11月に編集して、12月にひと通り、まずはかたちになったものをβ（ベータ）版って書いてありますけど、完成させて、それで、みなさんに叩いていただいて、どれくらい繰り返すかわかりませんけど、来年の1月中旬には、プロトタイプ完成、ということにしたいと思います。印刷とかまでにはいかないんですよね。とりあえずその、データ化という部分まで。そういった流れになっています。

· できたらいいなというのは、みなさんにいろんな意見を聞きたいなと思いまして、こういった材料ブックがあったらいいなとかですね、ちょっとこういうデザインとか、こういうのがいいんじゃない？　というような、どんなことでもいいんで、ガイドブックについて、ご意見いただきたんですけど。

· そうですね、メーリングリストで、ふと思ったことを、是非、流してください。それから、自分も参加したいという方がいたら、私まで、どんどん連絡ください。お願いします、ありがとうございます。

· 実行委員会のメンバーというのは、NPO寺子屋プロジェクトの岡嶋さんと永野さん、三重大学の石阪先生、津市市民活動センターの川北さん、三重市民活動ボランティアセンターの三好さん、若者就業サポートステーション・みえの生木さん、で進めていくことになりますので、どうぞよろしくお願いします。ガイドブックどうしたらいいかっていうことは、研究会の中間ふり返りシートに、もしよかったら書いていただけたらなと思います。以上ですね。何か、質問とかありますか。お伺いしますけど、どうでしょうか。

（意見）

· この研究会の事項書に書いてある具体的なアクション、研究会の最終目的がネットワークの構築っていう、そのネットワークの構築をどう考えるかについて、ずっとさっきから、もうひとつなんか、僕の中でちょっと整理できない部分があって、そのネットワークの構築ってなっていますが、いわゆる情報発信とか、その意味だけなのか、それともよりもっと具体的な支援、当然まあいろんな関係の方が集まって、それが今でいうとコラボレーションですかね、そこまでいかないにしても、各機関が協力して、どうしてもやっていくのか、よりもっと協力を超えて、どれだけ協力していくか、そういったことも含めているのかですね、例えば、イベントのなかで、本来だったらいろんな情報とか提供機関、各相談関係機関だとかごっちゃになっちゃいますよ。ネットワークの構築っていうのを、あれもやってこれもやって情報発信から具体的な支援をどう展開していくか、それまで入っているような気がしちゃうと、ちょっと逆に混乱しちゃうのかなと思いました。以上です。

（司会者）はい、ありがとうございます。言われる通りだと思います。今後この若者就労支援研究会のなかで、目指すべきところを、きちんと整理していく必要があると思います。若者就労支援研究会のネットワークといっても、当事者のネットワークも入ってくるのか、親のネットワークも入ってくるのかとかわからないですし、研究会の目的を明確にしていくと同時にですね、若者就労支援研究会というものが三重県にあると、どういう人が入れるのか、という問い合わせもあるでしょうし、希望も出てくると思うので、何でもかんでも受け入れていると、自分たちが本来目指している目的を達成できないことにもなりかねないので、このへんをどうやって整理していくか、ということも考えて、今後はこの研究会のガイドラインとか（事項書の4番にあるんですけど）、規約のようなものも検討していく必要があるのかなと感じています。ネットワークってどういうふうなものか考えていくのかと共にですね、研究会のガイドラインや規約も検討の課題としていただけたらと思うのですが。

　研究会の中間ふり返りシートの5番の質問に挙げてあるんですが、研究会でネットワークを構築するにあたり、どのようなかたちで就労支援に繋げられると思いますか？　ということのアイデア出しというのもみなさんに協力していただき、みなさんの意見をいただいて、作り上げていきたいなとは思っています。まだそこら辺のビジョンを共有しきれてない部分があるのかなというのは思いますけど、これから作っていこうと思いますので、よろしくお願いします。

　他にはございませんか。よろしいですかね。では、今日はちょっと時間が過ぎてしまったのですが、これぐらいにして、終わろうと思います。研究会の中間ふり返りシートも時間を、時間を5分くらいとりますので、今書ける段階でいいのですので、書いてください。お願いします。

（シート記入タイム）

· 次回研究会の日程の調整

日時及び場所　平成11月7日（火）　午後７時から午後9時まで

場所　三重県民交流センター　ミーティングルーム３,４

